
【建設リサイクルに関する現状の問題点（案）】

【本ペーパーおいては、以下のように定義した】
中間処理施設：①廃棄物を減量化する施設、②その後のリサイクルが進みやすいよう処理を行う施設（選別、破砕等）　搬出するものは依然として廃棄物
再資源化施設：廃棄物を受け取り、各種製品化施設に原料となるものを送り出す施設
製品化施設：製品を製造している施設

資料３－２

⑩廃棄時の分別解体・再資源化の
容易性という観点が考慮されていな
いものが多い

⑩メーカーリサイクルの取り組みに温度差がある（例：解
体廃棄物を受け入れない、そもそもメーカーリサイクルに
取り組んでいない）

①リサイクル品の建設資材としての使用が必ずしも十分ではないので
は
⑧どのような資材が使用されているかの履歴情報がしっかりと管理さ
れていない
⑪リサイクル品の使用に当たって品質面・環境面でのチェックが必ず
しも十分ではないのでは
⑪リサイクル品の定義が不明確ではないか（廃棄物含有率１％のもの
と100%のものが同一に扱われている）

②中小の解体・修繕工事を中心に、分別解体・再資源化
の取り組みが十分には浸透していない面があるのでは
③分別解体・再資源化を実施するコストメリットが得られ
ないことが多い
⑦有害物質の混入が全体のリサイクルを困難にさせてし
まう
⑨再資源化施設に搬出さえすれば十分と考えている排
出事業者・下請業者が多いのではないか
⑩発生抑制の取り組みが必ずしも十分ではない
⑩設計段階での取り組みが必ずしも十分ではない

○コスト、環境負荷とのかねあいが必ずしも明確でない
（どこまでのコストをかけるべきか、環境負荷への影響
とのかねあいは）

①両者の情報交換不足や時期・品質の不一致が原因で
うまく流通が成立しない場合が多い
⑦建設発生土の工事間利用において、自然由来の重金
属等を含む土砂の取扱いについても十分な配慮が必要
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③解体工事に係る費用は安ければそ
の後の処理内容等については全く問わ
ないという発想が発注者に未だにある
⑤建設現場で熱心に分別してもそれが
再資源化施設の受入基準に合致せず
に受入拒否されるケースがある

①需要先・製品化施設が十分に無い
⑥再資源化された後のフローを追跡でき
ない

①再資源化施設が十分に立地していない
④再資源化が技術的に困難な品目がある
⑤再資源化したものが製品化施設の受入
基準に合致せずに受入拒否されるケース
がある
⑦複数の品目が混在すると再資源化が技
術的に困難になる場合がある
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○他産業廃棄物を原
料とするリサイクル品
が建設資材として今後
ますます増えてくる可
能性大

⑫廃棄物としての取扱いが必要なことか
ら効率的な取り組みに限界がある場合
がある（運搬、現場保管など）
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